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政
府
が
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
進
め
る
高
速
炉
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
将
来
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
六
月
一
日
、
朝
日
新
聞
は
、
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
共
同
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
高
速
炉
「
ア
ス

ト
リ
ッ
ド
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）
」
計
画
に
つ
い
て
、
開
発
主
体
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
建
設
コ
ス
ト
増
を
理
由
に
規
模
縮
小
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
た
。
こ
の
報
道
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
府
が
進
め
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
さ
ら
に
不
透
明
に

な
り
、
こ
の
計
画
へ
投
じ
ら
れ
て
い
る
国
費
に
よ
る
巨
額
の
投
資
は
意
味
を
失
い
か
ね
ず
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
一
兆
円
以
上
を

投
じ
つ
つ
も
失
敗
し
廃
炉
決
定
に
至
っ
た
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
（
福
井
県
）
の
経
緯
を
再
び
繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な

い
。ア

ス
ト
リ
ッ
ド
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
二
〇
二
三
年
以
降
に
着
工
し
、
二
〇
三
〇
年
代
の
運
転
開
始
を
め
ざ
し
て
い
た
。
「
原

型
炉
」
の
も
ん
じ
ゅ
よ
り
一
つ
進
ん
だ
「
実
証
炉
」
を
想
定
し
、
実
用
化
（
商
業
炉
）
の
一
歩
手
前
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
当
初
は
出
力
規
模
を
六
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
想
定
し

て
い
た
が
、
「
建
設
コ
ス
ト
高
の
た
め
、
十
万
〜
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
縮
小
す
る
」
と
日
本
政
府
に
伝
え
た
と
報
じ
ら
れ
、

数
千
億
か
ら
一
兆
円
規
模
と
み
ら
れ
て
い
る
建
設
費
も
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
折
半
す
る
よ
う
に
打
診
さ
れ
た
と
も
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
が
こ
の
よ
う
に
当
初
想
定
し
て
い
た
出
力
規
模
よ
り
も
縮
小
さ
れ
る
場
合
、
も
ん
じ
ゅ
（
二
十
八
万
キ

一



ロ
ワ
ッ
ト
）
の
代
わ
り
に
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
を
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
当
面
の
柱
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
政
府
の
目
論
見
は
外
れ
、

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
炉
が
小
規
模
だ
と
当
初
想
定
し
て
い
た
研
究
成
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
に
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」
で
は
、
「
今
後
の
我

が
国
の
高
速
炉
開
発
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
基
盤
の
維
持
・
発
展
を
図
り
つ
つ
、
高
い
安
全
性
と
経
済
性
を
同
時
に
達

成
す
る
高
速
炉
を
開
発
し
、
将
来
的
な
実
用
化
を
図
り
、
も
っ
て
国
際
標
準
化
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
開
発
目
標
等
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
」
、
「
当
面
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
今
後
十
年
程
度
の
開
発
作
業
を
特
定
す
る
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
仮
称
）
を
策
定
す
る
。
そ
の
検
討
の
た
め
に
高
速

炉
開
発
会
議
の
下
に
実
務
レ
ベ
ル
の
「
戦
略
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
二
〇
一
七
年
初
頭
か
ら
検
討
を
開
始
し
、

二
〇
一
八
年
を
目
途
に
策
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
示
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
に
経
済
産
業
省
の
策
定
し
た
「
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
策
定
に
向
け
た
今
後
の
検
討
事
項
」
で

は
、
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
仕
様
と
し
て
、
電
気
出
力
が
六
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
タ
ン
ク
型
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
と
示
さ
れ
、

「
二
〇
一
七
年
三
月
の
日
仏
大
臣
意
図
表
明
文
書
に
よ
り
、
協
力
深
化
に
向
け
た
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
、
二
〇
一
八
年
末
ま

で
に
当
該
議
論
を
終
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
が
合
意
さ
れ
た
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

二



こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
当
初
は
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
出
力
規
模
を
六
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
想
定
し
て
い
た
が
、
「
建
設
コ
ス
ト
高

の
た
め
、
十
万
〜
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
縮
小
す
る
」
と
日
本
政
府
に
伝
え
た
こ
と
は
事
実
か
。

二

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
数
千
億
か
ら
一
兆
円
規
模
と
み
ら
れ
て
い
る
建
設
費
に
つ
い
て
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
折
半
す
る
よ
う

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
の
報
道
は
事
実
か
。

三

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
出
力
規
模
を
「
建
設
コ
ス
ト
高
の
た
め
、
十
万
〜
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
縮
小
す
る
」
の
で
あ
れ
ば
、

も
ん
じ
ゅ
（
二
十
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
出
力
規
模
よ
り
も
小
さ
く
な
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
当
面
の
柱
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
政
府
の
目
論
見
は
外
れ
、
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
炉
が
小
規
模
だ
と
当
初
想
定
し
て
い
た
研
究
成
果
が
得
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

出
力
規
模
が
「
十
万
〜
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
の
高
速
炉
は
、
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」
で
い
う
「
今
後
の
我
が
国
の
高

速
炉
開
発
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
基
盤
の
維
持
・
発
展
を
図
り
つ
つ
、
高
い
安
全
性
と
経
済
性
を
同
時
に
達
成
す
る

高
速
炉
」
に
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

現
時
点
は
、
「
二
〇
一
七
年
三
月
の
日
仏
大
臣
意
図
表
明
文
書
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
協
力
深
化
に
向
け
た
議
論
」
を

三



終
え
、
「
二
〇
一
八
年
末
ま
で
に
当
該
議
論
を
終
え
る
努
力
を
す
る
」
時
期
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
は
ア
ス

ト
リ
ッ
ド
が
当
初
の
計
画
を
実
現
し
得
な
い
と
自
覚
し
、
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
の
「
議
論
を
終
え
」
、
当
該
計
画
を
断
念
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
断
念
し
な
い
と
す
れ
ば
、
今
後
、
成
算
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。

六

一
か
ら
五
を
踏
ま
え
る
と
、
政
府
が
進
め
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
さ
ら
に
不
透
明
に
な
り
、
こ
の
計
画
へ
投
じ
ら
れ
て
い

る
国
費
に
よ
る
巨
額
の
投
資
は
意
味
を
失
い
か
ね
ず
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
一
兆
円
以
上
を
投
じ
つ
つ
も
失
敗
し
廃
炉
決
定
に

至
っ
た
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
経
緯
を
再
び
繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
断
念
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
断
念
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
実
現
に
向
け
た
着
実
な
歩
み
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
を
明
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


